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	応用
	抗原情報
	背景
	TEF、PAR bZIP 転写因子 (TEF) Homo sapiens この遺伝子は、塩基領域/ロイシンジッパー (bZIP) 転写因子の PAR (プロリンおよび酸性アミノ酸に富む) サブファミリーのメンバーをコードしています。成体動物では広範囲の細胞および組織で発現しますが、胚発生中、TEF の発現は、甲状腺刺激ホルモンベータ (TSHB) の出現と一致して、発達中の下垂体前葉に限定されているようです。実際、TEF は TSHB プロモーターに結合してトランス活性化できます。これは、アルブミン D ボックス結合タンパク質 (DBP)、ヒト肝白血病因子 (HLF)、ニワトリ ビテロジェニン遺伝子結合タンパク質 (VBP) など、PAR-bZIP 転写因子サブファミリーの他のメンバーと (機能ドメインで) 相同性を示します。VBP は、TEF のニワトリ相同遺伝子であると考えられています。このサブファミリーの異なるメンバーは容易にヘテロ二量体を形成し、DNA結合および転写調節機能を共有します。機能：TSHBプロモーターに結合し、転写を活性化する転写因子。最小DNA結合配列5'-[TC][AG][AG]TTA[TC][AG]-3'に結合します。,誘導：ロバストな概日リズムに従って蓄積します。,類似性：bZIPファミリーに属します。,類似性：bZIPファミリーに属します。PARサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：ホモ二量体またはヘテロ二量体としてDNAに結合します。DBPとヘテロ二量体を形成できます。,
	研究分野
	-
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	TEF抗体を用いたJurkat細胞およびラット脳細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TEF ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。

